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スクール・ポリシー策定及びスクール・ミッション再定義の流れ 

 

月 スクール・ミッション 

【県教委】 

スクール・ポリシー 
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課題検討会（７月中旬～下旬）などで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教育振興計画や長期構想におけ

るミッションの整理 

（ミッション骨子検討） 

・ミッション骨子を提示 

・ポリシー策定の依頼 
・組織立ち上げ 

・スケジュール確定 

・ポリシー素案提出 

（例年実施している「課題と取り

組み」において提出） 

・ポリシーについて意見交換 

・ミッション原案を提示 

・ポリシー素案確認 

・情報の整理 

・ポリシー原案の作成 

・職員間での協議 

・生徒・保護者・学校関係者と対話 

ミッション、ポリシーの最終調整 

・ミッション再定義 

・ポリシー策定・公表 

（ポリシー策定が完了した学校

から順次公表） 



提出期限 令和３年８月２０日（金） 

 

                高等学校         課程       学科 
 

スクール・ポリシー  

グラデュエーション・ポリシー（育成を目指す資質・能力に関する方針） 

 

 

 

 

 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針） 

 

 

 

 

 

 

アドミッション・ポリシー（入学者の受け入れに関する方針） 

 

 

 

 

 

 
 

スクール・ミッション  

＊次のひな形に合わせて作成してください。（一部文言を修正しても構いません） 

                                     の高校として、 

                                             

                                     の力を育成し、 

                                  の学校を目指します。 

 

 

 

スクール・ポリシー（原案）およびスクール・ミッション（案）提出票（第１回目） 

様式１ 



スクール・ミッションのひな形  

存在意義 

（地域と学科、特色など） 

（○○地域の）○○（学科）の高校として、 作成上の留意点 

・定量的でなく

定性的な表現

で 

・４～５行で 

 

期待される社会的役割 

（育成すべき力など） 

生徒の○○の力（人材）を育成（する○○教育を推

進）し、 

目指すべき高等学校像 

（教育目標など） 

（○○の教育目標のもと）○○の学校を目指す。 

   

例  

○○地域における唯一の単位制普通科高校として、 

文系・理系を問わず、幅広い知識と教養を身に付け、問題を発見し解決する能力やコンピュータを

理解し活用する力を育成し、 

夢と志を持ち、やりがいや生きがいを持ちながら学び、新しい価値の「創造」に向けて、たくまし

くしなやかに未来を拓く学校を目指す。 

 

県立高校では唯一の連携型中高一貫校であり、「地域とともにある高校」として 

社会の変化に向き合い、自ら問いを立て、他者と協働しながら問題を解決する「生きる力」を育成

し、 

学校の魅力づくりに努め、「小規模校ながらもきらりと光る魅力ある学校」を目指します。 

 

 

進学と就職に対応する普通科と，スペシャリストを養成する工業科をもつ○○地域唯一の総合制高

校として、 

将来、地域産業など社会に貢献できる人材を育成し、 

新しい時代に必要となる資質・能力や個性を最大限に伸ばす学校を目指します。 

 

環境教育に積極的に取り組む○○地域の農業高校として、 

グローバルな視点を持ち、地域社会、さらには世界の持続可能な発展に向けて積極的に貢献しよう

とする志を持った人材を育成し、 

本県の豊かな自然、歴史、伝統・文化、産業を学び、世界に目を向け、持続可能な地域社会づくり

を牽引する学校を目指します。 

 

 

 

 

 

県立高校における国際バカロレア教育の推進校として、 

思考力、コミュニケーション力、社会性などを育成し、国際的視野をもった「グローバル人材」を

育成し、 

個人や社会の多様性を尊重し、全ての人が互いに学び合い、高め合い、支え合う学校を目指します。 



 構想策定の趣旨

 構想の位置付け

 構想の期間

生徒一人ひとりが個性や特性を生かし、諸課題の
解決に向かい、たくましく未来を切り拓くことが
できる⼒を育む⾼校づくりの施策の方向の明確化

「⼭梨県教育振興基本計画」に基づき、『魅
⼒ある⾼校づくり』推進の指針

令和２年度〜令和１１年度

グローバル化への対応
 国際理解や国際競争⼒の向上
 外国籍生徒の受入体制整備
 外国籍生徒向けコースの設置

地域産業を支える
産業人材の育成

 ローカルリーダーの育成
 企業と連携した教育の展開
 学科横断型学習の展開
 時代の要請に合わせた学科改編と
地域を牽引する人材育成の推進

多様なﾆｰｽﾞへの対応
 不登校生徒等の受け入れ
の推進

 入試制度の改善や受入体
制の整備

 定時制・通信制の活用

多様な人材の育成
 ニーズを反映した学科設
置や改編、普通科コース
制の多様化

 各高校、各学科における
特色化の推進

高校教育を
取り巻く課題

 社会・経済のグローバル化
 情報技術(ICT)の飛躍的進展
 先端技術の革新(AI・ﾛﾎﾞｯﾄ)
 少⼦化の進⾏

構想策定上の視点
 可能性に挑戦するために必
要となる⼒の育成

 地域社会の持続的な発展を
牽引する多様な⼒の育成

 誰もが社会の担い手となる
ための学びのセーフティ
ネット

 教育推進のための基盤の整
備

学校の規模

 適正規模は1学年
160〜320人

地域における学校
のあり方

 地域の実情や地域の
ニーズに配慮

 職業学科は全県的バ
ランスを考慮

公私のあり方
 ⻑期的な視点で学校
づくりを推進

 公私それぞれの役割
や特徴を踏まえ、協
調しながら教育振興

全県⼀学区制度の維持 前期・後期・再募集制度
の維持

将来のｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾘｰﾀﾞｰ・
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾘｰﾀﾞｰの育成

 大学等と連携した先端技術の学
習や探究的活動

 専門教育学科・普通科ｺｰｽの展開
 中高⼀貫教育の活用検討

ICTの活用
 ICT機器の導入と活用
 情報ﾘﾃﾗｼｰ教育の充実
 個々の生徒に応じた質の
高い学習の実現

 教員の業務負担軽減

地域との連携
 ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙの導入推進
 地域貢献する意識の醸成
 ローカルリーダーの育成
 地域活性化の拠点として
協働を促進

 コース制
キャリア型のコース設置

 単位制
特徴を活かした特色化

普通科
 先端科学技術の学習
 論理的思考⼒、課題
探究⼒の養成

専門教育学科
 ニーズを反映した系
列の展開

 学科横断型学習の展
開

 時代の要請に合わせた人材育成
 課題解決⼒・適応⼒の養成のための学科横断型学習の推進

総合学科

専門学科

 多部制、単位制、三修制の
維持

 ICTの活用推進
 さまざまな学び方の検討
 学び直しなどの学習ニー
ズへ対応

 多様性を軸に地
域に根ざした学
校づくりの推進

 幅広い科目選択
の開設

 学科横断し諸活
動の展開

総合制⾼校

定時制

通信制

 高い実践的な技術を有する人
材の育成

 工業高校と5年⼀貫の職業教育
の展開

 ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙの
導入推進

 地域人材の活
用

 地域に開かれ
た学校づくり
の推進

 不登校等を経験し
た生徒の受入のあ
り方の検討（コー
ス含む）

 体験的学習や資格
取得等を通し生き
る⼒の育成

不登校生徒等の受⼊

専攻科

 連携型の効果の
検証

 併設型中高⼀貫、
中等教育学校等
の研究

中⾼一貫教育 ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙ等
 学校経営計画
の策定

 「チームとし
ての学校」の
推進

 ICTを活用し
合理化、負担
軽減

学校経営

●農業科
▶ 先端技術を活
用した農業経
営を視野に⼊
れた教育

▶ 6次産業化人材
の育成

●農業科
▶ 先端技術を活
用した農業経
営を視野に⼊
れた教育

▶ 6次産業化人材
の育成

●工業科
▶ 先端技術、産
業構造等に応
じた人材育成

●工業科
▶ 先端技術、産
業構造等に応
じた人材育成

●商業科
▶ 地域資源を活
用する商品開
発

▶ 観光・地域活
性化人材

●商業科
▶ 地域資源を活
用する商品開
発

▶ 観光・地域活
性化人材

●その他
▶ ⻑期的な視点
から必要とな
る学科の設
置・改編

●その他
▶ ⻑期的な視点
から必要とな
る学科の設
置・改編

学校の活性化
地域の活性化
教育効果の向上
産業人材の確保

全国から生徒の
募集

 産業界・地域と連携した実践的教育

課題と方向性

学科・課程

学校の形態 学校運営
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